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単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 1,406,451 2,100,567 合計 1,406,451,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 993,292,000 円
投資及び出資金

一般財源 0 0 1,406,451 2,100,567 413,159,000 円

職員人件費　② 0 0 426 211

総事業費（①＋②） 0 0 1,406,877 2,100,778

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0

３１年度以降の事業費見込 0
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Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 都市環境

基

（

本施策 下水道
施策体系

平

施策の内容 公共下水道

成

の整備

目
　
　
　
的

　地

２

方公営企業法等に定め

９

る経営に関する基

主
た

年

る
内
容

　一般会計から

度

下水道事業会計へ資金

評

の出資
本原則を堅持し

価

ながら、下水道事業の

）

経営の 等を行う。
健全

刈

化を促進し、その経営

谷

基盤を強化する。

位
置

市

づ
け

関連計画 境川流域

事

関連公共下水道事業基

務

本計画

根拠法令

対象者

事

下水道事業会計 事業期

業

間 昭和４０年度 ～

実施

評

方法 □直営　□委託　

価

□指定管理　□補助・

シ

助成　■その他

ート （様式１）

会

Ｂ

計

　
事
　
業
　
実
　
績

２７

名

年度実績 ２８年度実績

担

２９年度実績 ３０年度

当

計画

下水道事業特別会

部

計への繰出 下水道事業

水

特別会計への繰出 下水

資

道事業会計への繰出し

源

下水道事業会計への繰

部

出し
し し 　　 　　
　

一

　　2,783,42

般

9千円 　　　2,24

会

8,365千円    

計

   1,406,4

下

51千円     　2

水

,100,567千円

道

　必要な経費を繰り出

事

し、下水道事業の進捗

業

を図った。

成果

　下水

会

道事業経営の将来見通

計

しを踏まえた経営健全

出

化に資する使用料、地

資

方債、繰出金の適切な

等

バランスを確保する必

事

要

がある。
課題

指標名

業

称（単位）
実績値 目標

担

値

２７年度 ２８年度 ２

当

９年度 ３０年度 ３２年

課

度

活動
指標
活動
指標

＜

下

平成28年度　処理区

水

域内人口1人当りの繰

道

出金＞
他市との 刈谷市

課

　16,272円　岡

款

崎市　11,335円

項

　碧南市　26,67

目

1円
比較検証 豊田市　

担

11,049円　安城

当

市　11,631円　

係

西尾市　12,762

業

円
知立市　17,08

務

2円　高浜市　20,

係

451円

8 5



Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　

３

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

０

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

年

　
概
　
要

総合計画
分野

度

都市環境

基本施策 下水

（

道
施策体系

施策の内容

平

下水道施設の保全と災

成

害対策

目
　
　
　
的

　雨

２

水管の機能回復を図る

９

ため適切な施設の

主
た

年

る
内
容

　破損した雨水

度

管の補修を行う。
維持

評

管理を行う。

位
置
づ
け

価

関連計画

根拠法令 下水

）

道法

対象者 市民 事業期

刈

間 ～

実施方法 ■直営　

谷

■委託　□指定管理　

市

□補助・助成　□その

事

他

務事業評価シート

Ｂ
　
事
　
業
　
実

（

　
績

２７年度実績 ２８

様

年度実績 ２９年度実績

式

３０年度計画

　 　 ・下

１

水道が破損したことに

）

よ 　
　 　 　る補修　1

会

か所 　
　 　 ・道路管理

計

者からの修繕依頼 　
　

名

　 　1か所 　
　　　―

担

―――――― 　　　―

当

―――――― 　　　―

部

――――――

迅速な補

水

修により、本来の排水

資

機能が回復した。

成果

源

施設の老朽化により、

部

修繕費が増加する可能

一

性がある。

課題

指標名

般

称（単位）
実績値 目標

会

値

２７年度 ２８年度 ２

計

９年度 ３０年度 ３２年

雨

度

活動
指標
活動
指標

他

水

市との
比較検証

管補修事業
担当課

Ｃ
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ト

単

水

位：千円
２７年度 ２８

道

年度 ２９年度 ３０年度

課

２９年度

（決算） （決

款

算） （決算） （予算）

項

事業費内訳

事業費　①

目

0 0 488 0 合計 48

担

8,160 円
需用費

当

488,160 円

財

係

　
源

特定財源 0 0 0 0

業

一般財源 0 0 488 0

務

職員人件費　② 0 0 1

係

55 0

総事業費（①＋

8

②） 0 0 643 0

建
設

5

事
業

全体事業費（単位

1

：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0

３１年度以降の事業費見込 0


